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　住宅事情や生;^様式の変化に伴ク近年の柱環境､の変化ば、人の生話圏に棲息tる生物に

もむずと与え。予の､結果。従来3ほど注目されなかっにような生物び衛生上更香な｀位置と

占めるに至る現象も観家され了いる. 最近u題にのぼ/Iがち'^^？二問題においてもこの傾

向は見られうよう1'あるが。こμうの現象£見うにつけ住復境の衛生管理び更に注目され

うべき時期にき了いると考えうれる. 予こ1-も研札所では、住復境。特に隻内環境衛生を

過える｣t.フ重要なポイントはion-あうかを検訂万うにめ今回は　特に9二に注目して。

調査を行ったのでこれを報告謹う。

　方法調査はflS和6)年８月に29の家庭£対象ピして。建築様式・築年数･ 床材･家族構

成、掃除の状況辱につい７行い、更に対象各釦証より室内膚色得tz. 分頂は、水分合

量・蔡機成分･回視による室内塵の組成■細菌真菌殺･比色法によう糖. 9ンげクの合量ヽ

？二の種類別構成と数等についで行がこ。

　紡果　'i:＼HS.i d-当りの夕ヽヽ二の平均数は120〇頭。酸生物については細ぬ7が～が、カビ

でIぴ~疏水分合量は平均約G'A。組成については綿ばこり等繊維が10%近くを占めるも

のから1 %程度のもの}7-あ/ﾉ. 訂こ15印(1ぼメ-/ シュ以下の蚊細慮も数分からbO茄近く、

のものま７千差万別7-あ･つた。－か糖は平均刀o即, タンl＼°?は平均s加合^-れiいに

以｣二の実測データヒ調査の情報を｡もとに名子の考察を試みたとこう徽知塵ﾒ2び水か含量び

大きび要因ヒなっているこ七がわがヽら↑こ。これは以前かヽら耳にマうヒこうT-めうが、これ

らのY-タ乞もとに生名様式どの関連£　今後調べT行きTこしヽ。
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暑熱環境下における好まれる気流速度の人体影響について

　一室内気流の人体影響に関する実験的研究その７一一一
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_ ...境せ･リ速度を増加することにより緩
和され，温熱的快適さを得ることができると考えられる。既報では設定された温熱環境下に被

験者を暴露して実験を行ったが，本報では，温度および湿度の異Iなる条件下において被験者自

身がもっとも好ましく感じるように気流速度を調節してもらい，その時の人体影響を測定した。
活コ希・si≫^む?カ。人エ-

.―
云Å/*≪.

―
以

―- I
臨|臨 ysri-召; c-i^'jAC.|蔽

0.8mの位置に設置して行った。気温は26゛c . 28"c , 30℃. 32℃,相対湿度30％, 50％, 80％で

一定とし，気流速度は0.2 ～1.5ni／ｓの範囲で随時自由に選択してもらった。被験考はfa康な

青年女子12名を採用し，夏服着用（0.35clo 相当）椅座安静状態で入室60分後より60分間気流

に暴露した。生理的反応として皮膚温14点を８秒間隔で測定し，心理的反応として温冷感，快
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新‾‾爾|　①被験者の選択した好まれる気流速度ａﾄ≫・謳:二臨ぎ6,几　28℃|－　0.6～

l.Oni／s , 30℃-　1.0～1.4ffl／ s で，気温が高い程速い気流速度を選択した。また，気温28℃

では，RH30％－0.6m／s , 50％－0.9in／s ，80％- l.Om／ ｓと湿度か高い程速い気流速度を選

択した。　②好まれる気流速度を選択した場合，平均皮膚温は. 0.4～0.7 ℃低下し. 32.5～

341Cの範囲にあり，温冷感は「-1:やや涼しい」～「0 :どちらでもない」，快適感は「+1 :

やや快適」～「+ 2:快適」であった。　③気温32℃－RH30％では気流によって快適とならず，

30℃- RH80％が気流によって快適となる上限だと考えられる。
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